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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも透明基材上に透明電極、表示材料、接着剤及びカバーフィルムで構成される
電気泳動表示装置用前面板において、カバーフィルム側から透明電極の取り出し電極を形
成する方法であって、
　該カバーフィルムを取り除く工程と、
　表示材料および接着剤からなる不要物を有する取り出し電極について、不織布を介して
棒を取り出し電極に押し当てる工程と、
　該棒を押し当てた状態で、不織布を往復摺動させることにより不要物を除去する工程を
含むことを特徴とする取り出し電極形成方法。
【請求項２】
　前記不織布を介して棒を取り出し電極に押し当てる工程の前に、
　前記棒を表示材料および接着剤からなる不要物を有する取り出し電極に押し当て、該棒
を回転させる工程を含むことを特徴とする請求項１記載の取り出し電極形成方法。
【請求項３】
　少なくとも透明基材上に透明電極層、表示材料、接着剤及びカバーフィルムで構成され
る電気泳動表示装置用前面板において、カバーフィルム側から透明電極の取り出し電極を
形成するためにカバーフィルムを取り除いた後、取り出し電極上にある表示材料および接
着剤からなる不要物を除去するための拭き取り装置であって、該取り出し電極上に取り出
し電極よりも小さいサイズの先端を有する棒を不織布を介して前記取り出し電極に押し当
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てることが可能な機構と、
　該取り出し電極上に前記不織布を配置させ、且つ、該不織布を往復摺動させることが可
能な機構を有することを特徴とする拭き取り装置。
【請求項４】
　前記棒がフッ素系樹脂若しくは金属からなり、且つ該棒の先端の面積が取り出し電極の
面積の５０～９８％であることを特徴とする請求項３記載の拭き取り装置。
【請求項５】
　前記棒が回転機構を有することを特徴とする請求項３または請求項４記載の拭き取り装
置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電気泳動型表示装置前面板およびその取り出し電極形成方法、及び、取り出
し電極形成時における取り出し電極上の表示材料及び接着剤からなる不要物を除去するた
めの拭き取り装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　電気泳動現象を利用した表示装置の一つとして、表示材料としてマイクロカプセルを用
いたマイクロカプセル型電気泳動方式が実用化されている。この方式の表示装置は、透明
溶媒が満たされたマイクロカプセル中に正・負に帯電した黒い粒子と白い粒子を入れ、外
部電圧の印加によってそれぞれの粒子を表示面に引き上げて画像を形成するものである。
マイクロカプセルの粒径は数十μｍ～数百μｍであり、このマイクロカプセルを透明なバ
インダに分散させると、インクのようにコーティングすることができる。
【０００３】
　透明電極を形成した透明基材にこのカプセルをコーティングし、アクティブマトリクス
駆動用の電極回路を形成した基材を貼り合わせると、例えば、特許文献１に示すようなア
クティブマトリクス電気泳動表示装置を得ることができる。
【０００４】
　ここで、透明基材に透明電極を形成し、透明電極上にカプセルをコーティングした部品
を「前面板」と称呼し、この前面板と接合させる、アクティブマトリクス駆動用の電極回
路等を形成した基材を「背面板」と称呼している。
【０００５】
　前面板には様々な欠陥が発生する。中でも表示欠陥は、マイクロカプセル分散液のコー
ティングでの塗工不良と異なり、電圧を印加しない状態では確認することが出来ず、表示
材料に電圧を印加し，白表示、黒表示及び必要であれば階調表示させることにより、確認
が可能となる。前面板と背面板を接合してから表示欠陥検査を行うと、前面板の不良によ
り、高価な背面板の正常品をも廃棄しなければならないというロスが生じる。したがって
、前面板としての部品段階での表示欠陥検査を行うことが望ましい。
【０００６】
　しかし、前面板にはマイクロカプセルに電圧を印加するための電極が片側にしかない。
そこで、たとえばアルミニウムを蒸着したＰＥＴフィルム等の導電性層を有する基材から
なるカバーフィルム上に背面板を接合させるための接着剤をコーティングし、これを前面
板にを貼り合わせたものに対して、透明電極とカバーフィルムの導電層間に電圧を印加す
ることにより前面板の品質検査を行っている。
【０００７】
　特許文献は以下の通り。
【特許文献１】特開２０００－２２１５４６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
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　導電性層を有するカバーフィルムを用いて、前面板に対して表示欠陥検査を行なう透明
電極とカバーフィルムを暴露し導通を取るための取り出し電極を形成しなければならない
。図１に本発明の前面板の断面説明図を示した。基材フィルム上に透明電極層、マイクロ
カプセル層が形成されており、これと、カバーフィルム基材上に導電層を有するカバーフ
ィルムが接着剤層を介して貼り合わされている。このとき、透明電極及びカバーフィルム
の導電層それぞれについての取り出し電極は図１（ｃ）のように形成される。
【０００９】
　カバーフィルム上の導電層の取り出し電極Ｐは図１のように加工することで取り出すこ
とが可能であるが、透明電極側の取り出し電極Ｑは上層にマイクロカプセル層が数十μｍ
、接着剤層が数十μｍ、導電性基材が数十～数百μｍあり、取り出し電極を形成するには
これら上層を除去し透明電極層を暴露しなければならない。
【００１０】
　ここで、透明電極を取り出す方法として、レーザー加工装置で電極取り出し個所を全面
的にレーザー照射し、透明電極の上層を焼却し暴露する方法も考えられるが、レーザー出
力を調整し最小限にして照射しても上層のみならず透明電極自体も破壊されてしまう。そ
こで図１のＱに示すようにレーザーやカッター等の加工手段を用いて導電性リリース基材
のみを切り取り、マイクロカプセル層と接着剤層をウエス、綿棒等で拭取ることが必要と
なる。
【００１１】
　ここで、取り出し電極上にあるマイクロカプセル層及び接着剤層を拭き取ることを単に
「電極拭き取り」と呼ぶことにする。またマイクロカプセル層と接着剤層は貼り合わせに
より混合しており、接着剤の接着性が強いためマイクロカプセルと接着剤の混合物の拭き
取りには時間及び手間がかかる。また、取り出し電極上にある接着剤及びマイクロカプセ
ルの混合物を拭き取る場合、同時に透明電極層も拭き取ってしまう問題がある。
【００１２】
　また、表示欠陥個所を検査する場合、取り出し電極は図１（ａ），（ｂ）に示すように
一個所ではなく、二箇所にすることが望ましい。これは上記記載の前面板の電極に導通し
た場合に画像表示の応答速度を全面的に均一にするためである。
【００１３】
　この場合、一枚の前面板に対して二箇所の拭き取りをすることになり、前面板の個数が
多数になった場合、電極拭き取り作業にかかる時間の増大及び多大な人件費がかさむこと
になる。
【００１４】
　そこで、取り出し電極形成における表示材料及び接着剤からなる不要物拭き取り作業を
機械化することにより、電極拭き取り作業にかかる時間の短縮や人件費等のコストの削減
が可能となる。
【００１５】
　ここで電極拭き取り方法としては図３に示すような電極拭き取り個所（Ｑ）の面積と同
程度の大きさでＰＥＴ等のプラスチック製のブラシ（１０）を作製し、電極拭き取り部（
Ｑ）にブラシ毛（１１）を押し当て回転させることにより電極拭き取りを行う方法が考え
られる。この場合手作業と比較すると拭き取りの作業効率は良いが数十回以上使用すると
ブラシ先端部が変形し、更にブラシにより拭き取られた接着剤（４）とマイクロカプセル
（３）の混合物が周辺に飛散したり、ブラシ（１０）に接着剤及びマイクロカプセルの混
合物が付着することになる。
【００１６】
　その結果、電極拭き取り個所を毎回全面均一に拭き取ることが出来ず、また拭き取りに
より飛散した接着剤及びマイクロカプセルの混合物が前面板に付着したり、ブラシに付着
した接着剤及びマイクロカプセルの混合物が電極拭き取り部周辺に付着するという問題が
あった。
【００１７】
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　そこで電極拭き取り部を全面均一に拭き取り作業を行うためには、毎回ブラシに付着し
た接着剤とマイクロカプセルの混合物を溶剤を付着させたウエス等で拭き取り、更にブラ
シを数十回毎にブラシを新しいものに交換することが必要となる。また拭き取りにより飛
散した接着剤及びマイクロカプセルの混合物は掃除機等により吸引を行うが、接着剤の接
着性が強いため、掃除機等により飛散したマイクロカプセルと接着剤の混合物を完全に回
収することは困難である。
【００１８】
　その結果、周辺に飛散したマイクロカプセルと接着剤の混合物を拭き取らなければなら
ない等、電極拭き取り作業における間接時間が増大することになる。
【００１９】
　更にブラシを回転させることにより電極拭き取りを行うとブラシの回転により拭き取り
部が受ける抵抗力は中心が最も大きいため、電極拭き取り部中心においては透明電極が破
壊され基材が露出したり、ブラシの回転により拭き取り部が受ける抵抗力が最も小さい電
極部周辺では完全にマイクロカプセルと接着剤の混合物を取りきれないという拭き取り欠
陥が発生する問題がある。
【００２０】
　本発明は容易に想到するブラシを用いた電極拭き取り方法の問題点を解決するものであ
り、電極取り出し部の露出のための不要部除去に際し、数百回電極拭き取り作業を繰り返
しても、拭き取り部分が変形せず、拭き取られた接着剤とマイクロカプセルの混合物が前
面板等周辺に飛散せず完全に回収され、更に拭き取り部に接着剤とマイクロカプセルの混
合物が付着せず、毎回全面均一に拭き取ることが出来る取り出し電極形成方法及びこの方
法を用いた拭き取り装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００２１】
　上記課題を解決するために請求項１に係る発明は、少なくとも透明基材上に透明電極、
表示材料、接着剤及びカバーフィルムで構成される電気泳動表示装置用前面板において、
カバーフィルム側から透明電極の取り出し電極を形成する方法であって、
　該カバーフィルムを取り除く工程と、
　表示材料および接着剤からなる不要物を有する取り出し電極について、不織布を介して
棒を取り出し電極に押し当てる工程と、
　該棒を押し当てた状態で、不織布を往復摺動させることにより不要物を除去する工程を
含むことを特徴とする取り出し電極形成方法とした。
【００２２】
　また、請求項２に係る発明は、前記不織布を介して棒を取り出し電極に押し当てる工程
の前に、
　前記棒を表示材料および接着剤からなる不要物を有する取り出し電極に押し当て、該棒
を回転させる工程を含むことを特徴とする請求項１記載の取り出し電極形成方法とした。
【００２３】
　また、請求項３に係る発明は、少なくとも透明基材上に透明電極層、表示材料、接着剤
及びカバーフィルムで構成される電気泳動表示装置用前面板において、カバーフィルム側
から透明電極の取り出し電極を形成するためにカバーフィルムを取り除いた後、取り出し
電極上にある表示材料および接着剤からなる不要物を除去するための拭き取り装置であっ
て、該取り出し電極上に取り出し電極よりも小さいサイズの先端を有する棒を不織布を介
して前記取り出し電極に押し当てることが可能な機構と、
　該取り出し電極上に前記不織布を配置させ、且つ、該不織布を往復摺動させることが可
能な機構を有することを特徴とする拭き取り装置とした。
【００２４】
　また、請求項４に係る発明は、前記棒がフッ素系樹脂若しくは金属からなり、且つ該棒
の先端の面積が取り出し電極の面積の５０～９８％であることを特徴とする請求項３記載
の拭き取り装置とした。
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【００２５】
　また、請求項５に係る発明は、前記棒が回転機構を有することを特徴とする請求項３ま
たは請求項４記載の拭き取り装置とした。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２７】
　本発明の電気泳動表示装置用前面板について説明する。
【００２８】
　図１は本発明の一実施形態に係る全面板の断面説明図である。図６は本発明の一実施形
態に係る前面板を構成する表示材料のマイクロカプセルの構成を模式的に示す説明図であ
る。図７は本発明の一実施形態に係る情報表示部材を構成する画像表示層の表示形態の一
例の説明図である。
【００２９】
　本発明の電気泳動表示装置用前面板は透明基材上に透明電極層、マイクロカプセル層が
形成されており、これと、カバーフィルム基材上に導電層を有するカバーフィルムが接着
剤層を介して貼り合わされている。
【００３０】
　透明基材としては、ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）、ポリエチレンナフタレー
ト（ＰＥＮ）、ポリメタクリル酸メチル、ポリカーボネート、ポリエチレンナフタレート
、ポリプロピレン、ナイロン－６、ナイロン－６．６、ポリ塩化ビニリデン、ポリエーテ
ルスルフォン等を用いることが出来る。透明基材の膜厚は、２５～２５０μｍ程度である
ことが望ましい。透明基材の膜厚が厚いと、巻取りが困難となる。一方、透明基材の膜厚
が薄すぎる場合には、水分遮断機能が低くなるとともに、衝撃に対するマイクロカプセル
表示層の保護機能が不十分である。
【００３１】
　透明電極層は、全面を同一の電位とする共通電極とすることが出来る。透明電極形成材
料としてはインジウムスズ酸化物（ＩＴＯ）、インジウム亜鉛酸化物（ＩＺＯ）等が使用
でき、スパッタ法等の乾式成膜法により基材上に成膜される。
【００３２】
　また、取り出し電極形成箇所においては透明電極上に導電保護層を設けたほうが良い。
導電保護層を設けることにより、不要物を拭き取る際に透明電極層が破壊することをもう
資することが可能となる。導電保護層としては導電性を有するものであれば構わないが、
例えばＡｇペーストを用いてスクリーン印刷法により導電保護層を形成することができる
。
【００３３】
　本発明の電気泳動表示装置の表示材料としてはマイクロカプセルを用いることができ、
図６の模式図に示すようなマイクロカプセル（１４）を含むものを用いることが出来る。
このマイクロカプセル（１４）の一例は、例えばメタクリル酸樹脂、ユリア樹脂、アラビ
アゴム等をカプセル殻（１５）とし、その内部に酸化チタンからなる白の粒子（１７）と
カーボンブラックからなる黒の粒子（１８）が、シリコーンオイル等の粘性の高い分散媒
（１６）に分散された状態で封入されたものである。白の粒子である酸化チタンは正電荷
を帯びており、一方、黒の粒子であるカーボンブラックは負電荷を帯びている。
【００３４】
　このようなマイクロカプセルを含むマイクロカプセル型電気泳動方式を用いた表示媒体
は、次のようにして動作する。
【００３５】
　即ち、図７の模式図に示すように、透明電極層（１９）とカバーフィエ有無状の導電層
（２０）に電界を印加し、透明電極層（１９）を負極、カバーフィルム上の導電層（２０
）を正極とした場合、正に帯電した白の粒子（１７）が透明電極層（１９）側に引かれ、
黒の粒子（１８）は導電層（２０）側に引かれるので、透明電極層（１９）側の上方から
観察するとその部分が白く見えることになる。
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【００３６】
　逆に、透明電極層（１９）が正極で、導導電層（２０）を負極になった場合には、正に
帯電した白の粒子（１７）が導電層（２０）側に引かれ、黒の粒子（１８）は透明電極層
（１９）側に引かれるので、透明電極層（１９）側の上方から観察するとその部分が黒く
見えることになる。
【００３７】
　マイクロカプセル層（３）は、図１（ｃ）の側断面模式図に示すように、このようなマ
イクロカプセルを多数有しており、透明電極の各アドレス電極の電界を制御することで、
所望の文字や図形を白と黒の画素として表示させることができる。
【００３８】
　また、カバーフィルム基材としてはポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）、ポリエチ
レンナフタレート（ＰＥＮ）、ポリメタクリル酸メチル、ポリカーボネート、ポリエチレ
ンナフタレート、ポリプロピレン、ナイロン－６、ナイロン－６．６、ポリ塩化ビニリデ
ン、ポリエーテルスルフォン等を用いることが出来る。
【００３９】
　また、カバーフィルム基材上に形成する導電層としては、ＩＴＯやＩＺＯの他、Ａｌと
いった金属材料を用いることができる。これらは、スパッタ法や蒸着法といった乾式成膜
法により形成される。
【００４０】
　透明基材上に形成された透明電極、表示材料とカバーフィルム基材上に導電層を有する
カバーフィルムは接着層を介して貼り合わされる。
【００４１】
　接着層としては、実装時等を考慮して、例えば感圧接着剤（粘着剤）や感熱接着剤を挙
げることが出来る。
【００４２】
　前者の感圧接着剤としては、例えば、ポリオールとポリイソシアネートとをヘキサヒド
ロジメチルアニリン等の触媒の存在下に反応させてなるウレタンプレポリマーと、劣化防
止剤とで構成させるウレタン樹脂粘着剤を挙げることができる。ポリオールとしては、ポ
リエステルポリオール、ポリエーテルポリオール等が用いられ、また、ポリイソシアネー
トとしては、芳香族ポリイソシアネート、脂肪族ポリイソシアネート、ジフェニルメタン
ジイソシアネート、ポリメチレンポリフェニレンポリイソシアネート、トリジンジイソシ
アネート、ポリメチレンポリフェニレンポリイソシアネート、トリジンジイソシアネート
、ナフタレンジイソシアネート等が用いられる。更にまた、脂肪族ポリイソシアネートと
しては、例えばヘキサメチレンジイソシアネート、イソホロンジイソシアネート、キシレ
ンジイソシアネート、ジシクロヘキシルメタンジイソシアネート等が用いられる。
【００４３】
　また後者の感熱接着剤としては、例えばヒートシール性に優れた樹脂としての直鎖低密
度ポリエチレン（ＬＬＤＰＥ）、低密度ポリエチレン（ＬＤＰＥ），高密度ポリエチレン
（ＨＤＰＥ），無延伸ポリプロピレン（ＣＰＰ）等からなる厚さ５０μｍ程度のポリオレ
フィン系のフィルムを好適に用いることが出来る。
【００４４】
　但し、これらポリオレフィン系の樹脂のみでは接着強度と剥離強度のバランスがとれな
いことがあるので、例えば、これらポリオレフィン系樹脂に更にポリスチレンやポリブテ
ン等の、ポリオレフィン系樹脂に対し不相溶性成分を混合することもでき、これら混合樹
脂の溶融物を押出して易剥離性の接着剤層とすることもできる。また、エチレンー酢酸ビ
ニル共重合樹脂等からなるホットメルト接着剤を用いることも可能である。
【００４５】
　本発明の透明電極側の取り出し電極形成方法について示す。
【００４６】
　図１（ｃ）に示したとおり、表示欠陥検査を行なうためには透明電極及び導電層を露出
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させ、取り出し電極を形成する必要がある。カバーフィルム上の導電層側の取り出し電極
Ｐは透明基材側から、透明電極側の取り出し電極Ｑはカバーフィルム側から電極を取り出
すように形成される。
【００４７】
　透明基材上に透明電極、表示材料、接着剤及びカバーフィルムで構成される電気泳動表
示装置用前面板において、取り出し電極形成部位上空のカバーフィルムを取り除く。カバ
ーフィルムを取り除く方法としては、レーザーやカッターによる切り取りが上げられる。
レーザーやカッターで切り取る際には、透明電極が傷つかないようにする必要がある。取
り出し電極形成箇所においては、透明電極上に導電保護層を形成しても良い。
【００４８】
　カバーフィルムを取り除いた後、取り出し電極上にある表示材料及び接着剤を取り除く
。図４に本発明の一実施形態に係る電極拭き取り工程における拭き取り方法の概念図を示
した。図４（ｇ）は拭き取り個所をＢ－Ｂ’方向と平行に見た概念図であり。（ｈ）はＡ
－Ａ’方向と平行に見た概念図である。
【００４９】
　表示材料及び接着剤からなる不要物を取り出すために、取り出し電極に不織布１３を介
して棒１２を押し当て往復摺動させる。往復摺動させることにより、取り出し電極上にあ
る不要物は不織布１３に転移し、取り除かれる。
【００５０】
　電気泳動表示装置用前面板部材構成において、接着剤の膜厚が薄いまたは接着剤の接着
力が弱い場合は取り出し電極に不織布を介して棒を押し当て、押し当てた状態で布を摺動
往復させることにより電極拭き取りは可能となる。しかし、接着剤の膜厚が厚いもしくは
接着剤の接着力が強い場合には、不織布を往復摺動させることにより電極拭き取りをおこ
なった場合に、電極拭き取り部の接着剤と表示材料の不要物を拭き取るのみならず、電極
拭き取り部分周辺の接着剤と表示材料も引きずり取ってしまうという問題がある。
【００５１】
　往復摺動により電極拭き取り部分周辺の接着剤と表示材料を引きずり取ることを防ぐた
めに、不織布を介して棒と取り出し電極に押し当てる前に、棒１２を取り出し電極に押し
当て、回転させる。棒１２を回転させることにより、取り出し電極上にある接着剤と、取
り出し電極周辺にある接着剤を切り離すことができる。また、不要物は棒に転移し取り除
かれる。図５に本発明の一実施形態に係る拭き取り工程における拭き取り方法の概念図を
示した。
【００５２】
　また、棒１２を回転させた後、該棒を不織布を介して取り出し電極に押し当て、不織布
を往復摺動させることにより、取り出し電極上にある残りの不要物が拭き取られるだけで
なく、棒を取り出し電極に押し当て回転させた際に棒に付着した不要物を取り除くことが
できる。
【００５３】
　次に、本発明に係る拭き取り装置について説明する。
【００５４】
　本発明における拭き取り装置における、棒としては、取り出し電極に棒を押し付けるた
めの押し付け機構を有する。棒を押し当てる機構としては、棒自身の重量によって取り出
し電極にたいして押し付けることが可能であるが、棒がプラスチック等の軽い材料からな
り軽量である場合は棒に重りをつけることで押し当てることができる。また、バネによっ
て棒を取り出し電極に押し当てることもできる。
【００５５】
　該棒の形成材料としては、フッ素系樹脂若しくは金属が好適に使用でき、また、該棒の
先端の面積が取り出し電極の面積の５０～９８％であることが好ましい。
【００５６】
　また、棒は回転機構を有する方が好ましい。回転機構としては、例えば棒にモーターを
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取り付けることにより可能となる。
【００５７】
　また、不織布を往復摺動させる機構としては、ロールに巻かれたあるウェブ状の不織布
を、複数のロールを介して巻き取りようのロールに巻き取り、供給ロールと巻き取りロー
ルの間でロールを回転させることにより取り出し電極上で不織布を往復摺動させる方式が
ある。そして、不要物取り出し後は、必要分ロールを巻き取ることにより、また、未使用
の不織布で取り出し電極上にある不要物を取り除くことができる。
【００５８】
　不織布を往復摺動させる機構は一体型で可動式であることが好ましい。可動式とするこ
とにより、必要に応じて取り出し電極と棒の間に不織布を備えることが可能となる。
【００５９】
　本発明では、拭き取り布として不織布を用いることができる。不織布は強度が強く、発
塵しないことから好適に用いることができる。
【００６０】
　不織布は繊維の目が細かく、引張り強度が強く、けば立ちが発生しにくい、パルプとア
クリル繊維の混合物が好ましい。連続使用するためには、幅は２ｃｍ以上で２０ｍ巻き程
度のウェブ状のものを使用することが好ましい。
【図面の簡単な説明】
【００６１】
【図１】本発明の一実施形態に係る前面板を示す図であり、（ａ）は、平面図で画像表示
面側、（ｂ）は（ａ）の裏面、すなわち導電性リリース側を示し、（ｃ）はＡ－Ａ’面側
断面図である。
【図２】本発明の一実施形態に係る前面板を示す図であり、（ｄ）は図１（ｂ）のＢ－Ｂ
’側断面図である。（ｅ）はレーザーにより導電性リリース層を切除したものであり、（
ｆ）は電極拭き取り後を示した図である。
【図３】ブラシを用いた電極拭き取り方法の一実施形態を示す図であり、１０は拭き取り
ブラシ図である。
【図４】本発明の一実施形態に係る電極拭き取り工程における拭き取り方法を説明する図
である。（ｇ）は拭き取り個所をＢ－Ｂ’方向と平行に見た図であり、棒（１２）に上か
ら加重をかけ、不織布（１３）を矢印方向に往復摺動させる観念図である。（ｈ）はＡ－
Ａ’方向と平行に見た図である。
【図５】本発明の一実施形態に係る工程における電極拭き取り工程における接着剤層が厚
いもしくは接着性が強い場合の拭き取り方法を説明する図である。
【図６】本発明の一実施形態に係る前面板を構成するマイクロカプセルの構成を模式的に
示す説明図である。
【図７】本発明の一実施形態に係る前面板を構成する画像表示層の表示形態の一例を模式
的に表す側面図である。
【符号の説明】
【００６２】
　１ 透明基材フィルム
　２ 透明電極層
　３ マイクロカプセル層
　４ 接着剤層
　５ 導電層
　６ カバーフィルム基材
　７ 黒い粒子
　８ 白い粒子
　９ ブラシ回転軸
　１０　ブラシ
　１１　ブラシ毛
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　１２　棒
　１３　不織布
　１４　マイクロカプセル
　１５　カプセル殻
　１６　分散媒
　１７　白い粒子
　１８　黒い粒子
　１９　透明電極層
　２０　導電性リリース基材
　Ａ－Ａ’　分割線
　Ｂ－Ｂ’　分割線
　Ｐ　導電性リリース側取り出し電極
　Ｑ　透明電極側取り出し電極

【図６】 【図７】
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